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後の 50、70、90、110、130、150ms のタイミングで約 0.5mV
の MEP を誘発する強度で単発刺激を与えた。試技は各タイ
ミング時間 10 試技ずつ合計 60 試技ランダムに行った。表
面筋電図（EMG）と MEP 振幅は右橈側手根伸筋（ECR 筋）と
屈筋（FCR 筋）から記録した。運動課題は、約 16°の掌屈
位から、切り返し局面の背屈位約 152°までの角度間を１
往復し、その平均時間は約 0.4sec であった。 
《実験 2》運動課題時の伸筋弛緩局面における皮質脊髄興
奮性を測定した。刺激タイミングは、ECR 筋と FCR 筋の筋
活動が切り替わるタイミングをトリガーとし、実験１の結
果から、被験者個人の切り返し速度に合わせて伸筋が弛緩
する局面（130-150ms；early 局面）とその 20ms 後の局面
（170-210ms；late 局面）を 2つ選択した。二連発 TMS は
筋弛緩時の伸筋 SICI および SICF を測定した。刺激強度は
MEP 0.5ｍV を誘発するテスト刺激と 80%活動時閾値の条
件刺激を用い、刺激間隔は SICI を 3ms、SICF を 1.5ms と
した。TMS 刺激は MEPTEST、MEP3msおよび MEP1.5msの各条件
12 試技ずつを運動課題前（control）、運動課題中伸筋弛
緩時の early および late 局面に合計 72 試行行った。 
 
【結果】《実験 1》EMG 波形からすばやい切り返し動作の筋





TMSによる MEP振幅は ECR筋弛緩局面の 6つのタイミン




《実験 2》運動課題時 ECR 伸筋弛緩局面での MEP 振幅
は、early と late 両局面で実験 1同様、control 値より大
きく増大した。大脳運動野の皮質内興奮性は、control に
比べ early 局面で SICF と SICI 共に有意に低下した（P＜
0.05）。late 局面では SICF のみさらに有意に低下した（P
＜0.01）が SICI は control 値に戻った（図）。これらの結
果から、すばやい切り返し動作時 ECR 伸筋弛緩局面の運動




観察された。この掌屈動作前の FCR 筋の pre-activation
は動作の切り替えをすばやくスムーズにするための放電
であると考えられる（高松 1991）。さらに、切り返し動作
































percent F（１, 7）＝34.071, P=0.001 , ming F（2, 14）＝2.187, P=0.149 
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